
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 岐阜県立大垣西高等学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月３０日（木）及び１２月４日（木） 

 

実 施 概 要 

 ① １０月３０日 大学教員による出前授業参観 

 ② １２月４日  英語授業参観 

 

  ①、②のどちらにおいても、情報交換会やアンケートを実施した。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者  ６ 人 

計 ４３ 人 
地域関係者 ３７ 人 

 

実 施 状 況 

 

１．大学教員による出前授業参観 

   生徒の進路学習の一環として実施したものを、保護者にも案内、公
開した。生徒の進路希望に応じた１０の分会場に分かれ、それぞれ講
義を展開した。講義後は大学教員と本校職員の懇談会の場を持ち、そ
の場でアンケートを依頼した。 

 

２．英語授業参観 

   岐阜県英語教育イノベーション戦略事業「英語拠点校区事業」に
基づく、「生徒の言語活動を中心とした」英語授業の改善の成果及び
地域の中学校（大垣市立星和中学校）との協同授業を公開した。本校
１年生と地域の他の小・中学校や県内高等学校からの参加者も多数あ
った。保護者のみならず、地域からの参観者もあり、アンケートによ
り意見をいただいた。 

 

成果及び課題 

＜成果＞  

・大学教員による出前授業は、本校生徒を対象としたものであるが、保護
者にも参観いただくことにより、進路を考える上で参考になるとともに、
生徒の授業に対する真面目な様子を実感していただけた。 

・英語授業参観では、本校が地域の中学校と連携して取り組んでいる先進
的な英語教育の具体的な内容や様子を、保護者のみならず地域の方々にも
知ってもらうことができた。「このような授業を展開していることに驚い
た」「とても興味深く、刺激的でした。」「子どもたちが生き生きと活動
しておりとてもおもしろかった。」などの声が寄せられた。 

＜課題＞ 

・運営上の問題はあるが、保護者がより気軽に来校できるオープンな機会
を設定することで、参加者を増やしたい。 

 


